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近く位置してみないのである．
　K．GraffはこのSchmidtの観測を疑ひ，自ら1600米の高山で朝の薄明を出
來るだけ豪く観測し，その結果として天文肇的黄道光と，Schmidtの述べて
みるのに相當する明な地上の大氣の現象である氣象學的黄道光との關係を示
してみる．
　Graffは更に綾けて，この様に天文，氣象の爾現象に分って考へると，今迄
の黄道光の説明に何等の困難はない．この氣六畜的現象は地理的赤道又は磁
高山赤道上に於ける大氣の隆起の假説だけで充分であって，この現象は全然
黄道上には存在してみないから，太陽や月の引力の影響を考へる様なありさ
うもないことを假回する必要はなV・といってみる・
　勿論Schmidtの説にも嚴密な定量的な物質的基礎があるのではなV・・術ほ
もっと多くの観測が必要である・
　　　　　　　　　　鋪　朝　の　挨　拶
　去る八月11日早朝，私は米國郵船President　Jackson號で，横濱着．其の
翌12日午後，京都へ蹄着しました．五月に出獲し七以來，殆んど3ヶ月，誠
にあはたk’しV・族行ではありましたけれ・ど，カナダの中クトリヤ，ブンク1
ヴ二品を始め）．米國に入って，シカゴ，ボスbン，ニウヨ1ク，ワシントンi
ピツバ1グ，シンシナ1チ，ロスアンゲレス，シャトル等の市々を遍歴し，
短時日の割合にも拘らす，實に多くの事を見たり聞V・たりして蹄りました・
族程は豫めし天界「第145號に掲げたA，B，　C，三二の，何れでも無く，むしろ，
D案とか，E案とか，言ふべきものとなりました．從って，絶え一流忙しく，
落付かないで，手紙もロクに書かす，通信も怠り勝ちで，國内記外の知人朋
友たちに御迷惑をかけたことも多大でした．ソロソロ土産話をくり損げて，
御わびの代りと致します．
　　（1933，8，15）　　　　山本一清
